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1 牛乳と酪農が担う役割

① 牛乳が社会の中で担っている役割１

■豊富な牛乳の栄養素

牛乳は、三大栄養素である「たんぱく質」「脂

質」「炭水化物」のほか、糖質、ミネラル、ビタミン

などをバランスよく含んでいます。特に日本人の

食生活に不足しがちなカルシウムについては、他

の食品に比較しても豊富に含まれるばかりでなく

牛乳のたんぱく質からできる物質（カゼインホスホ

ペプチド）の作用により、吸収率が優れているとい

う特性があり、食卓には欠かせない食品となって

います。また、牛乳のたんぱく質はアミノ酸スコア

（たんぱく質の栄養価の高さを示す。100に近い

ほど良質）100であり良質のたんぱく質であるとい

え、このためサッカー選手などのスポーツ選手も

飲用しているのです。

◎牛乳乳製品は、日本において、コメと並んで基礎的な食料です。

◎牛乳乳製品は、日本人の食生活に不足しがちなカルシウムを豊富に含み、各種の栄

養素をバランスよく含む、健康の維持・増進に欠かせない食品です。

◎牛を飼育し、牛乳乳製品の原料である「生乳」を生産する産業が酪農です。

資料：五訂増補日本食品標準成分表

＜食品別栄養素密度（100Kcal当たり）の比較＞

＜食品別のカルシウム吸収率＞

資料： 上西一弘、江沢郁子、梶本雅俊、土屋文安「日本人若年成人女性における
牛乳,小魚(ワカサギ,イワシ),野菜(コマツナ,モロヘイヤ,オカヒジキ)のカルシ
ウム吸収率」日本栄養・食糧学会誌VOL. 51：259-266、1998

区　　分
カ ル シ ウム

吸収率

牛　　乳 40%
小　　魚 33%
野　　菜 19%

■牛乳乳製品は日本の基礎的な食料

国内の牛乳乳製品の需要量は、1,172万トン（生乳換算・24年度）あり、コメ（867万トン）と並んで基礎的

な食料です。

区分 重量 たんぱく質 カルシウム リン 鉄 ビタミンＡ ビタミンB1 ビタミンB2 ナイアシン ビタミンＣ

　 g g mg mg mg μg mg mg mg mg

牛乳 149 4.9 164 139 0.03 58 0.06 0.22 0.1 1
プロセスチー
ズ

29 6.7 186 215 0.1 83 0.01 0.11 微量 0

和牛肉（肩） 35 6.2 1 52 0.3 微量 0.03 0.07 1.5 微量

全卵（生） 66 8.1 34 119 1.2 99 0.04 0.28 0.1 0
黒鮪（赤身） 80 21.1 4 216 0.9 66 0.08 0.04 1.4 2
めざし（焼） 41 6.1 131 119 1.7 70 微量 0.11 5 微量

木綿豆腐 139 9.2 167 153 1.2 0 0.1 0.04 0.1 微量

飯（精白米） 60 1.5 2 20 0.1 0 0.01 0.01 0.1 0
温州みかん 217 1.5 46 33 0.4 370 0.22 0.07 0.7 70
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1 牛乳と酪農が担う役割

② 牛乳が社会の中で担っている役割２

■子どもの成長に対する貢献

「『子どもの健康づくりと牛乳』に関する調査・研

究」((一社)Ｊミルク)によると、中学2年生を対象に

踵の骨量を測定（平成19～20年に実施）したとこ

ろ、給食未実施の学校の生徒よりも、完全給食

（主食＋おかず＋牛乳）もしくはミルク給食（ミルク

のみ）が実施されている学校の生徒の方が、骨密

度が高いという結果が出ています。（右図参照）

さらに、「『骨粗しょう症予防の為の牛乳・乳製

品の有効性』に関する対全国高校生骨密度調査

2005」によれば、小学生時、中学生時に牛乳をよ

り多く飲んでいる高校生の方が、骨量が多くなっ

ています（右下２つの図参照）。

給食などでの牛乳摂取の習慣は、骨の形成に

大きく影響しています。

■熱中症予防への効果

信州大学大学院医学系研究科の能勢博教授

の研究では、ややきつめの運動をした後30分以

内に牛乳を飲むと熱中症予防にも効果があると

の報告がなされています。

※以下をご覧下さい。

http://www.j-milk.jp/tool/hodo/berohe000000hpbn.html

■乳和食で減塩レシピ

ユネスコ無形文化遺産に登録され世界的にも注

目を集める和食ですが、和食は、カロリーが低い、

栄養バランスがよいなどの多くのメリットがある半面、

塩分過多、カルシウム不足、料理に手間がかかるな

どのデメリットもあります。

和食にミルクを活用することで、和食のデメリットを

解消し、手軽においしく、バランスよく減塩ができる

新しい和食のスタイルが提案されています。

◎様々な調査や研究などにより牛乳の新たな効能が明らかにされています。

いずれも、㈶学校給食研究改善協会発行「すこやか情報便 第
13号」に掲載されたグラフを抜粋
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ミルク給食の効果が顕著

＜小中学生時の牛乳摂取量と現在（高校時）の骨量＞

＜給食形態と踵骨密度（中学2年生）＞
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資料：(一社)Jミルク「『骨粗しょう症予防の為の牛乳・乳製品の有
効性』に関する対全国高校生骨密度調査2005」

資料：(一社)Jミルク「『子どもの健康づくりと牛乳』に関する調査・
研究」
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1 牛乳と酪農が担う役割

③ 牛乳乳製品の自給率

■諸外国と比べ低い、牛乳乳製品の自給率

世界で食料不足が深刻さを増す中、食料の自

給率向上は重要なテーマです。日本の食料自給

率はカロリーベースで39％。残りの61％は海外か

らの輸入に頼っており、主要な先進国の中では最

低の水準です。

こうした中で、牛乳乳製品の自給率も1969（昭

和44）年度にはピークの91％であったものが、

チーズや調製品などの乳製品の輸入増加、最近

の牛乳消費の減少、さらには生乳生産の減少で

2012（平成24）年度には約65％と約40年で26ポイ

ントも低下しました。

日本の牛乳乳製品の市場規模は1,200万トン

（生乳換算）あり、そのうち、350～400万トンの乳製

品を海外に依存していますが、牛乳は、“国産

100％”です。

諸外国をみれば、牛乳乳製品はその重要性か

ら一定の自給率を保っており、ほぼ日本よりも高い

水準となっています。

◎世界的に、牛乳乳製品は食品の中でも重要な位置づけにあり、諸外国の牛乳乳製品

の自給率は、高く保たれています。

◎日本では、牛乳は、全て国産で賄われています。

◎しかし、乳製品の自給率が下落しており、国内での乳製品の安定供給が難しくなりか

ねません。

資料： 農林水産省「諸外国の品目別自給
率（2009）（試算）」より抜粋

＜諸外国の牛乳乳製品の自給率（2009年）＞

＜牛乳乳製品の国内自給状況の推移＞

資料： 農林水産省
「食料需給表」

年度
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1 牛乳と酪農が担う役割

＜日本の酪農と酪農家に関する意識調査（抜粋）＞

Ｑ：日本で売られている牛乳（種類別「牛乳」）は100％国産ですが、このことについて、あなたはどのように
お考えですか。（単一回答）

Ｑ：牛乳が国産であることに意義を感じる理由を教えてください。（複数回答）

■調査対象者：計1,000ss（20～69才 男女）
■調査方法：インターネット調査（中央酪農会議実施）
■調査エリア：全国
■調査時期：2014年2月8日（土）～2月9日（日）
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合
計

1000 48.1 37.2 6.4 1.5 6.8 85.3

男性 500 42.4 38.6 8.6 1.8 8.6 81.0
女性 500 53.8 35.8 4.2 1.2 5.0 89.6
20代 200 39.0 40.5 9.5 1.5 9.5 79.5
30代 200 45.5 34.0 8.0 3.5 9.0 79.5
40代 200 49.0 37.5 4.5 1.0 8.0 86.5
50代 200 52.0 38.0 6.0 1.0 3.0 90.0
60代 200 55.0 36.0 4.0 0.5 4.5 91.0
男性 20代 100 39.0 40.0 9.0 2.0 10.0 79.0
男性 30代 100 38.0 34.0 11.0 5.0 12.0 72.0
男性 40代 100 33.0 45.0 9.0 1.0 12.0 78.0
男性 50代 100 51.0 37.0 7.0 0.0 5.0 88.0
男性 60代 100 51.0 37.0 7.0 1.0 4.0 88.0
女性 20代 100 39.0 41.0 10.0 1.0 9.0 80.0
女性 30代 100 53.0 34.0 5.0 2.0 6.0 87.0
女性 40代 100 65.0 30.0 0.0 1.0 4.0 95.0
女性 50代 100 53.0 39.0 5.0 2.0 1.0 92.0
女性 60代 100 59.0 35.0 1.0 0.0 5.0 94.0

全体
性別

年代

性年代
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853 80.7 74.3 33.6 8.6 9.5 3.9 1.4

男性 405 76.8 74.3 34.6 8.9 8.4 3.7 1.2
女性 448 84.2 74.3 32.8 8.3 10.5 4.0 1.6
20代 159 75.5 68.6 41.5 12.6 18.2 5.0 1.9
30代 159 81.8 74.8 37.1 7.5 11.3 4.4 1.3
40代 173 81.5 69.9 29.5 6.9 5.2 4.0 2.3
50代 180 81.7 78.9 32.2 8.9 6.1 3.9 0.6
60代 182 82.4 78.6 29.1 7.1 7.7 2.2 1.1
男性 20代 79 74.7 63.3 45.6 15.2 20.3 5.1 1.3
男性 30代 72 81.9 77.8 41.7 6.9 5.6 5.6 0.0
男性 40代 78 73.1 69.2 28.2 3.8 3.8 2.6 3.8
男性 50代 88 77.3 73.9 29.5 10.2 8.0 3.4 0.0
男性 60代 88 77.3 86.4 29.5 8.0 4.5 2.3 1.1
女性 20代 80 76.3 73.8 37.5 10.0 16.3 5.0 2.5
女性 30代 87 81.6 72.4 33.3 8.0 16.1 3.4 2.3
女性 40代 95 88.4 70.5 30.5 9.5 6.3 5.3 1.1
女性 50代 92 85.9 83.7 34.8 7.6 4.3 4.3 1.1
女性 60代 94 87.2 71.3 28.7 6.4 10.6 2.1 1.1

全体
性別

年代

性年代



7

1 牛乳と酪農が担う役割

④ 酪農が社会の中で担っている役割

■土地・環境への貢献

酪農は、生乳を生産し供給すること以外にも

様々な機能・役割を担っています。

乳牛のふんは、堆肥舎ではっ酵され、肥料とし

て酪農家の飼料畑や水田、野菜などの畑に還元

されるほか、耕種農家の希望に合わせて供給され

たり、家庭菜園などにも分けられています。酪農家

は、堆肥のほ場への還元といった土作りを通して、

環境に負担のかからない循環型農業を担ってい

ます。

また、酪農は、稲発酵粗飼料などの飼料生産に

よる水田の有効活用などを通じた農地の守り手と

なっています。

さらに、酪農は、牧草を利用すること等により、

他の作物の栽培が困難な山岳地や寒冷地などの

不利な条件下でも、他の農業と比較して経営が可

能であるという特性があります。農家の高齢化や

後継者不足によって耕作を放棄された農地の活

用などにより、日本の国土の保全と里山の美的環

境の維持にも貢献しています。

■保健休養・教育機能としての貢献

最近、特に注目されているのが、生命産業を営

む牧場の保健休養機能や教育機能です。具体的

には、農家民泊などで消費者に余暇の場を提供

したり、「酪農教育ファーム」として子どもたちの教

育の場としても貢献しています。

酪農教育ファームは、『酪農体験を通して、「食

といのちの学び」を支援すること』を目的に、安全・

衛生対策等の条件をクリアした牧場と人（酪農家）

を認証する仕組みで、2014（平成26）年3月現在、

全国299牧場と602人が認証されています。

認証牧場では、2012（平成24）年度の酪農体験

者が83万人にのぼり、幼稚園や小学校などの子ど

もから家族連れなどの消費者まで、広く受け入れ

を実施しています（図表）。

学校を取り巻く環境の変化や社会的な期待もあ

り、食育の場としてすでに10年以上の活動の蓄積

があり、活動の効果についても様々な検証がなさ

れるなど、活動拡大が教育サイドからも嘱望されて

います。

◎酪農は、人が直接利用できない草を食料に変え、乳牛のふんを肥料として水田や畑

に還元する循環型農業の基軸を担っています。

◎酪農は、飼料生産による水田の有効活用を通じた農地や環境の守り手、教育の場の

提供など、様々な機能・役割を果たしています。
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1 牛乳と酪農が担う役割

＜酪農教育ファームの体験者数（平成24年度）＞

資料：一般社団法人中央酪農会議

資料：一般社団法人中央酪農会議
注 ：H22年は口蹄疫発生に伴う全国的な受け入

れ自粛により減少

＜認証牧場での体験者数の推移＞

人

人
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2 生乳生産と酪農経営の状況

① 酪農家減少に歯止めかからず、生産基盤脆弱化

■酪農家戸数はピーク時の約20分の1に

日本の酪農家戸数は1963（昭和38）年のピーク

時に42万戸を数えましたが、それ以降減少し続け

2013（平成25）年調査では全国で2万戸を割り込

みました。

ここ数年、高齢化や、東日本大震災、口蹄疫、

夏場の猛暑などが重なり、更に、流通飼料の高止

まりにより、酪農家にとって厳しい経営環境が続

いているためです。

また、TPP交渉の結末など先が見えない不安感

から経営継続のための投資（乳牛の導入、搾乳

機器の更新等）を控える農家や、後継者不足によ

り離農していく農家の他に、作目転換する農家も

あります。

2008（平成20）年から、2013（平成25）年の5年

間で全国の酪農家戸数は、24,400戸から19,400

戸と、約20％減少しています。特に都府県では、

同じ期間で16,268戸から12,232戸と、約25％の農

家が減少し、生産基盤の脆弱化は深刻な状況に

なっています。

もちろん、生産現場では生産性向上の努力を

続けています。酪農家の経営規模を示す全国の

1戸当り飼養頭数は、1993（平成5）年～2013（平

成25）年の20年間で、40.6頭から73.4頭と約81％

増加。廃業等による減少分を、残った酪農家が規

模拡大することで生乳生産を維持してきました。

しかし、一戸当たりの飼養頭数を増やす努力も

最近では頭打ちになってきており、酪農を廃業し

た仲間の生産量を補完して生乳生産を維持する

ことも限界に達しつつあります。

◎生産コストの増加に加え、TPPなど将来への不安などからも酪農家の廃業が続き、生

乳を生産する地域の基盤は危機的な状況に直面しています。

◎現在、生産を担っている酪農家も、経営を維持するよう努めていますが、廃業者の生

産減をカバーできない状況にあります。

＜酪農家戸数の推移＞ ＜1戸当たり飼養頭数の推移＞

資料：農林水産省「畜産統計」 資料：農林水産省「畜産統計」
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2 生乳生産と酪農経営の状況

② 減少し続ける生乳生産、乳製品の安定供給に懸念

■止まらない、生乳生産量の減少

生乳生産量は1996（平成8）年度の866万トンを

ピークに減少を続け、2014（平成25）年度には745

万トンと、ピーク時から1割超（121万トン）も減少し

ています。

特に都府県では、2010（平成22）年度以降、口

蹄疫の影響、東日本大震災の発生と大きな被害

を被ったことと、夏場の猛暑の影響も重なり、生乳

生産量が著しく減少しています。また、北海道でも、

前年を下回って推移しています。

日本では、賞味期限が短く、保存がきかない牛

乳などに使用する牛乳等向け用途に対し優先し

て生乳の供給が行われることから、生乳生産の減

少が続けば、乳製品需要への安定的な生乳供給

ができず、国産乳製品需要を安定的に満たせなく

なりかねません。

◎酪農家の減少を背景に、生乳生産量の減少が止まらない状態です。

◎このままでは、乳製品を製造するための生乳が不足し、中長期的には、国内の乳製

品需要を満たすことができなくなる恐れがあります。

＜地域別生乳生産量の推移＞

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
＜用途別処理量の推移＞

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ
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2 生乳生産と酪農経営の状況

＜牛乳類の製造量の推移＞

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
注１：25年度10月から牛乳価格改定（橙色網掛け）
注２ ：26年度（黄色網掛け）は Ｊミルク予測

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

21年度 3,117 90.0% 209 109.0% 453 171.9% 1,182 97.8% 4,961 96.8% 819 101.7%

22年度 3,048 97.8% 243 116.2% 426 94.0% 1,215 102.8% 4,933 99.4% 837 102.2%

23年度(閏年) 3,086 101.2% 190 78.1% 383 90.1% 1,297 106.7% 4,956 100.5% 896 107.0%

24年度 3,047 98.8% 140 73.9% 359 93.7% 1,345 103.7% 4,892 98.7% 988 110.3%

25年度 3,026 99.3% 128 91.1% 348 96.8% 1,366 101.5% 4,868 99.5% 1,006 101.8%

25.４月 246 99.4% 11 82.9% 28 91.9% 109 103.4% 393 99.3% 90 106.3%

５月 265 100.2% 11 78.8% 29 92.0% 119 104.7% 424 100.1% 91 102.3%

６月 262 99.5% 10 87.4% 29 94.3% 120 103.0% 422 99.8% 87 101.5%

７月 263 100.2% 10 89.5% 31 93.8% 130 103.3% 435 100.3% 88 101.2%

８月 244 99.9% 10 90.0% 32 94.4% 131 100.5% 417 99.4% 84 101.8%

９月 273 99.3% 10 90.8% 30 93.5% 125 100.2% 438 98.9% 84 100.2%

１０月 272 99.0% 11 90.1% 31 100.7% 125 98.6% 439 98.8% 84 101.1%

１１月 251 98.2% 11 96.7% 28 101.1% 105 101.9% 396 99.3% 78 102.0%

１２月 239 97.6% 12 98.6% 27 100.7% 101 103.5% 379 99.4% 74 102.3%

１月 239 98.1% 11 97.5% 28 99.8% 100 100.5% 377 98.8% 79 101.1%

２月 233 100.6% 10 95.7% 26 103.4% 94 100.7% 363 100.7% 79 104.3%

３月 239 99.5% 11 98.9% 28 98.6% 107 98.5% 385 99.1% 88 98.1%

26.４月 243 98.8% 11 99.3% 27 97.2% 109 99.9% 389 99.0% 88 98.1%

５月 262 98.7% 11 105.2% 28 95.7% 118 98.8% 418 98.7% 91 100.6%

６月 261 99.4% 11 109.6% 28 97.4% 120 99.4% 419 99.5% 90 103.2%

７月 259 98.2% 11 109.8% 30 95.2% 129 98.7% 428 98.4% 91 103.4%

８月 239 97.7% 12 111.9% 31 98.2% 132 100.6% 413 99.0% 86 101.9%

９月 271 99.4% 11 108.8% 29 97.0% 127 101.9% 439 100.2% 87 103.3%

26年度上期 1,533 98.7% 67 107.3% 174 96.8% 734 99.9% 2,508 99.1% 533 101.7%

はっ酵乳牛乳 加工乳 成分調整牛乳 乳飲料 4品合計

牛
乳
価
格
改
定

消
費
増
税
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2 生乳生産と酪農経営の状況

③ 穀物需要の変化により飼料価格が高止まり
◎環境問題への対応などを背景に、バイオエタノールの製造にトウモロコシ等が消費さ

れるようになり、飼料用穀物の需要構造が一変。飼料価格は大きく高騰。この10年程

度で約2.5倍と大きく上昇しました。

◎酪農経営には欠かすことのできない配合飼料ですが、従前のような安価での入手は

もはや困難な状況です。

＜とうもろこし価格の推移（年次別）＞
～米国・メキシコ湾沿岸からの輸出（FOB）価格～

■大きく変動するトウモロコシ価格

飼料の主原料であるトウモロコシの国際価格は、

需給動向等により変動します。

2008（平成20）年バイオエタノール向け需要の

増加により、トウモロコシの需要構造が一変、米国

の天候不順等も重なり高騰。

その後、下落と高騰を繰り返していますが、中国

をはじめとした新興国で需要が増えたこともあり、

今後、2008年以前のような水準に下落することは

ないとの見方が強いです。

直近では、米国の主産地の大干ばつによる作

柄悪化などから、2012（平成24）年8月には過去最

高のブッシェル（約25kg）当たり8ドル台まで高騰

後、下落し、直近では、豊作見通しによる需給緩

和を受け４ドル台となっています。

■輸入粗飼料価格も高騰

乳牛のエサとして、「配合飼料」と「粗飼料（牧草

類）」を給与し、その栄養バランスによって年間の

生乳の成分や1頭当たりの搾乳量を維持していま

す。

粗飼料は、主に米国で生産されるアルファル

ファを中心に輸入されていますが、為替や干ばつ

の影響などによりこれらも値上がりしています。

■円安の進行も影響

2013年は、日銀の異次元の金融緩和や2013年

は安倍首相がすすめる経済政策などの効果で円

安が大きく進みました。直近でも、円の対ドル相場

は、100円を超えて推移しています。

出典: IMF - Primary Commodity Prices
注1）FOB(free on board：本船渡し)とは、本船に約定品を積み込むまでの費用を

売り手が負担する貿易条件をいう。
注2）2014（平成26）年は1月～3月までの平均値。
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2 生乳生産と酪農経営の状況

＜為替相場（日別）の推移＞
～東京市場、スポット、中心相場～

資料：日本銀行「主要時系列統計データ表（日次）」

最新版に差し替え

＜輸入粗飼料価格（CIF）の推移＞
～17年4月を基準とした指数～

資料：財務省「貿易統計」
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2 生乳生産と酪農経営の状況

④ 飼料価格の高騰で酪農経営は大きな打撃
◎トウモロコシ価格の上昇を背景に配合飼料価格が高騰し、現状も高止まりしており、

酪農経営を圧迫しています。

◎配合飼料価格だけではなく、輸入粗飼料も値上がりしています。

＜配合飼料価格及び補てん金の推移＞

■コストの大半を占める飼料費高騰で経営圧迫

生乳生産費において、最大の構成要素は全体

の5割を占める流通飼料費です。トウモロコシなど

を原料とする配合飼料価格が大きく影響します。

この配合飼料価格は、2009（平成21）年度に低下

しましたが、2010（平成22）年夏以降、穀物の国際

価格上昇と円安の進展等から再び上昇に転じまし

た。

配合飼料価格の変動による経営への直接的な

影響を緩和するため、畜産農家と飼料メーカーが

積み立てを行う通常補てん基金と、国及び飼料

メーカーが積み立てる異常補てん基金が準備さ

れており、民間と国がそれぞれの役割分担のもと

で、牛乳乳製品を始めとする畜産物を供給する農

家経営の安定をはかる制度が取られています。

今回の価格高騰に対しても、この基金（配合飼

料価格安定基金）からの補てんが繰り返し発動さ

れましたが、それでも畜産農家の実負担は増加傾

向で推移しています。ちなみに、補填金は、畜産

農家の自己資金であり、自ら積立て受け取ってい

るのです。

※配合飼料価格安定基金の制度については、26

年度から、飼料価格の激変が畜産経営に及ぼ

す影響を緩和するという基本機能を維持しつ

つ、通常補塡が苦しくなる時期に異常補塡が

発動しやすくなる仕組みへと強化されました。

資料：農林水産省畜産部ＨＰ
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2 生乳生産と酪農経営の状況

⑤ 国際乳製品市場は需給逼迫、価格は高止まり
◎乳製品は、輸出に出回る量が少なく、輸出国も限定され、さらには気候などの不安定

要因も多いため、国際市場の価格が大きく変動するという特徴があります。

◎昨今、購買意欲の高い新興国などとの競合の状況にあり、また、価格も高止まりして

いることから「買いたくても買えない」状況になりつつあります。

◎食料安全保障の観点からも、国内での生乳生産の維持・確保が必要です。

＜世界の牛乳乳製品生産量及び輸出量＞

■国際乳製品市場は価格・量ともに不安定

世界の牛乳乳製品生産量は、生乳換算で約7

億トン以上ありますが、そのうち、輸出量は7～8％

程度とごくわずかです。

また、乳製品の輸出国は、ニュージーランドや

オーストラリア、EU、米国などの数カ国に限られて

います。

つまり、いずれかの国の輸出が減少すると直ち

に国際市場の価格が高騰することになります。

乳製品価格の高騰は、世界最大の輸出国であ

るニュージーランドやオーストラリアにおける大規

模な干ばつにより、生乳生産が減少し、乳製品の

製造量が減少することが要因となってます。

また、ロシアや、中国などのアジア諸国、中米な

どの需要増加も、国際市場での乳製品価格上昇

の大きな要因になっております。

今後も新興国の人口増加や経済発展に伴い、

乳製品の需要は拡大すると見込まれており、中長

期的に、需要のひっ迫や価格の高止まりの状況

は続くと見られています。

資料：FAO 「Food Outlook」

　　　単位1,000トン
区　　分 生 産 量 輸 入 量 輸 出 量

20010- 2014年 20010- 2014年 20010- 2014年
2012年平均 予測 c 2012年平均 予測 f 2012年平均 予測 i

a b =b/a d e =e/d g h =h/g
ア ジ ア 276,764 301,467 109 32,147 38,233 119 5,727 6,740 118
アフリカ 45,108 47,293 105 9,498 8,596 91 1,288 1,104 86
中  　米 16,400 16,729 102 4,790 4,813 100 612 657 107
南  　米 65,038 68,129 105 3,182 3,379 106 4,152 4,575 110
北  　米 97,484 101,990 105 1,957 2,036 104 8,744 11,222 128

ヨーロッパ 215,153 217,935 101 6,500 7,648 118 21,205 23,105 109
オセアニア 27,590 29,648 107 836 808 97 19,453 21,655 111
世 界 計 743,535 783,192 105 58 ,911 65,513 111 61,181 69,058 113
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2 生乳生産と酪農経営の状況

＜乳製品の国際価格の推移（オセアニア）（単位：USドル／トン）＞

資料：USDA
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2 生乳生産と酪農経営の状況

⑥ 牛乳価格の低下と製造コストの上昇
◎牛乳は家庭での常備率が高いことから店頭でのセール対象として販売されるため、

小売価格が下落する傾向にありましたが、昨年10月から牛乳の価格は値上げされて

います。

◎一方、光熱動力費は現在も上昇を続けており、紙パックや段ボールなどの包材につ

いても値上がりし、乳業メーカーや運送会社の経営を圧迫する状況にあります。

＜牛乳（店頭売り）価格の推移＞

■牛乳価格は低下傾向、コストは増加傾向

牛乳はその商品特性と家庭での高い常備率を

背景に、量販店などでの特売やセールの対象商

品として頻繁に取り上げられ、店頭価格が徐々に

低下する傾向にありましたが、昨年10月から飼料

価格高騰等を背景に牛乳向け生乳取引価格の値

上げにあせて牛乳価格が改定されました。

一方で、牛乳の製造コストにかかわる光熱水

料・動力費は、2009（平成21）年に下落しましたが、

その後上昇を続けています。本年度も燃料価格の

高騰のため電力各社による値上げもあり、今後も

上昇が見込まれます。

また、酪農家や乳業メーカーの運賃コストも増

加しています。

資料：総務省「消費者物価指数」
注：グラフは2010（平成22年）を基準とす
る指数により表示

＜光熱水料・動力費の動向＞

資料：農林水産省「農業物価指数」
注：グラフは2005（平成17）年を基準とす

る指数により表示
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3 生産性向上の取り組みと酪農・牛乳乳製品への理解促進

① 国産飼料の増産・有効利用に努力
◎酪農経営の安定を図っていくため、輸入飼料への依存を軽減し、国産飼料の増産と

有効利用に取り組んでいます。この取り組みにより、酪農家1戸当たりの飼料作物の

作付面積は着実に増加しています。

◎稲作農家と連携した稲発酵粗飼料の利用にも取り組み、この作付面積も急速に増

加。地道な努力により経営構造の改善を推進しています。

資料： 農林水産省
「飼料をめぐる情勢」、「作物統計」

＜飼料作物の総作付面積・酪農家１戸当たり作付面積の推移＞

■牧場による飼料生産で経営構造を改善

飼料作物作付総面積は1970（昭和45）年代以

降、草地の開発、既耕地への作付拡大により畑を

中心に急速に増加してきましたが、近年において

は、大家畜飼養農家戸数の減少にともない減少と

増加を繰り返しています。このような状況の中、酪

農経営における１戸当たりの飼料作物作付面積

は、全国的に増加傾向で推移し、2013（平成25）

年は28.4haとなりました。

この他、稲作農家との連携を通じ、飼料用米や

稲発酵粗飼料の生産・利用が推進されています。

飼料用米の作付面積は、2011（平成23）年度から
の戸別所得補償の本格実施等により、輸入とうも
ろこしに近い価格での供給が可能となりつつあり

生産が増加しました。

稲発酵粗飼料の作付面積は、2000（平成12）年

度からの水田農業経営確立対策により増加し、と

くに飼料用米同様、2011（平成23）年度からの戸

別所得補償の本格実施等により急速に増加しまし

た。稲発酵粗飼料は、排水不良田でも生産できる

粗飼料として、また良好な栄養価を有し、乳牛の

嗜好性も高い粗飼料として、稲作農家と酪農家の

双方にメリットがあります。

なお、野生動物の増加から鳥獣被害が大きくな

り、自給飼料を作りたくても作れない地域もありま

す。

＜飼料用米と稲発酵粗飼料の作付面積の推移＞
単位：ha

資料：農林水産省「飼料をめぐる情勢」
注 ：25年度、飼料用米は、備蓄米、加工用米への転換がみられたことから、減少.

2005年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

飼料用米 45 104 292 1,410 4,123 14,883 33,955 34,525 21,802

稲発酵粗飼料 4,594 5,182 6,339 9,089 10,203 15,939 23,086 25,672 26,600
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3 生産性向上の取り組みと酪農・牛乳乳製品への理解促進

② 努力や工夫で世界トップクラスの乳量を実現

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」「畜産統計」

＜経産牛１頭当たり搾乳量（2012年）＞

＜日本の搾乳牛１頭当たり乳量の推移＞

◎日本は酪農を本格的に始めてから半世紀ほどしか歴史がありませんが、世界各国の

経産牛１頭当たりの乳量を比較してみると、世界でもトップクラスの水準です。

◎世界的に見て生産条件が不利な日本で効率的に生乳生産を行うための努力です。

■1頭当たりの搾乳量は増加傾向

日本は、アメリカやオーストラリアなどのように広

大な土地がなく、相対的に生産条件が不利な中

で、効率的に生乳生産を行うため、様々な努力が

なされてきました。

一つは乳牛の産乳能力の改良です。2003（平

成15）年の7,613kg/頭から2012（平成24）年の

8,154kg/頭とこの10年で搾乳牛１頭当たり乳量は

約7％増加しました。個体能力を最大に近づけ、

生産性を向上させるため、長年にわたる遺伝的な

改良がなされてきた結果です。

こうした努力に加え、酪農家は、日々の乳牛の

世話をするなかで、牛の健康に気を遣い、人と同

じように食べ物（飼料）のバランスを考え、食べ過

ぎや偏食が生じないようにするなど、乳牛がその

能力を最大に発揮できるよう大切に飼っているの

です。

（単位：kg）

（単位：kg）

資料：農林水産省「平成25年度酪農関係資料」
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③ 酪農理解醸成活動の取り組み

■中長期視点で理解醸成活動を実施

本会議は、指定生乳生産者団体と協力・連携し

て、「国産牛乳乳製品の重要性」と「日本酪農の存

在意義」という２つの訴求テーマを中心に、それぞ

れ、キーコピーとして「牛乳は国産100％」「日本の

牛乳は、日本でつくる」を設定し、中長期的に理

解醸成活動を実施していく予定です。

具体的には、生活者、流通、メディアの方々を

ターゲットとして次のような活動を予定しています。

①メディア向け説明会（東京＋地方2か所程度）

②メディア・生活者向け「牛乳の日」PRイベント

※次ページ参照

③酪農の動向を伝えるメディア向けニュースレ

ター（四半期に1回程度）

③テレビパブリシティ

④新聞紙面上での記事広告等

⑤流通専門誌とのタイアップ記事、流通バイ

ヤー向け情報誌の作成

⑥酪農専門ムック本の制作

⑦中酪オリジナル酪農情報誌「ミルククラブ」の

発行

⑧中央酪農会議HP（www.dairy.co.jp）における

情報発信など

■MILK JAPAN運動の実施

本会議は、指定団体と協力・連携して、「牛乳が

日本を元気にする」を合言葉に、主に母親をター

ゲットに、JAPAN MILK（=国産牛乳）の定着化を

訴求テーマに22年度より「MILK JAPAN」運動に

取り組んでいます。

今年から本会議は、指定生乳生産者団体が生

産現場に近い強みを生かして地域で展開する活

動に対して支援する取り組みを行っています。

具体的にはWEBを中心に位置付け、PCサイト

（milkjapan.net）やfacebook等を活用し、地域での

イベント紹介や牛乳の効能、オリジナルキャラク

ター、過去のコンテンツを活用した情報を継続的、

恒常的に発信・拡散し露出を図ることにより、地域

における取り組みの後押しを行うほか、地域への

イベント等に活用できる共通のグッズの制作・提供

や、キャラクターを活用した食品企業・乳業メー

カーとのコラボ等を行います。

MILK JAPAN
メインキャラクター

「ミルコップ」

◎今年から、中長期的に、中央酪農会議は、指定生乳生産者団体と協力・連携して「国

産牛乳乳製品の重要性」及び「日本酪農の存在意義」を訴求テーマに、様々な酪農・

牛乳乳製品の理解醸成活動を実施していきます。

メディア向け説明会 ミルククラブ



23

3 生産性向上の取り組みと酪農・牛乳乳製品への理解促進

■「六本木牧場 6月1日は牛乳の日」の概要

１．日 時：2014年6月1日（日）11：00～17：00

※取材受付は10:30～

２．会 場：六本木ヒルズアリーナ（東京都港区六

本木6-10-11）

３．主 催：（一社） 中央酪農会議

４．後 援：農林水産省、（独）農畜産業振興機構

５．その他：全国から10数名の酪農家が参加。

６．主な内容：

（１）ステージイベント

酪農と牛乳の価値を改めて知ってもらうための

「ミルククイズ」や、酪農を学ぶ高校生（神奈川県

立相原高等学校・畜産部来場）の取り組みについ

て知ってもらうトークステージ、千葉県を中心に活

動する酪農応援アイドルグループ「CowMix」によ

るライブなどを実施。

11：00～11：15 オープニングPRステージ

12：15～12：40 「ミルククイズ」ステージ

13：00～13：15 「酪農高校生」ステージ

14：15～14：40 「CowMix」ステージ

15：00～15：25 「ミルククイズ」ステージ

16：15～16：30 「酪農高校生」ステージ

（２）手作りバター教室

11：30～12：00／13：30～14：00／15：30～16：00

※各回18人まで参加、30分前に整理券を配布。

（３）酪農家CAFÉ

「牛乳試飲」（無料）（時間別で3種類提供予定）

「ラクレットチーズ」（無料）

※ラクレットチーズを溶かして、パンなどにつけて

食べる、ヨーロッパの伝統的な食べ方で提供

（４）牧場のソフトクリーム販売

実際の酪農家が来場し牧場直送のソフトクリーム

の販売。

（５）クイズラリー

酪農について学んでいただきながら会場各地に

設置されたクイズに答えていただき全問正解した

方にグッズをプレゼント。

※会場イメージ
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これからも、日本酪農への応援と
牛乳のご愛飲をお願いします。

◎昨年１０月より、牛乳価格が値上げされるとともに、今年４月から消費増税もあ

りましたが、変わらず、牛乳をご愛飲いただいております。

◎しかし、ご説明したとおり、乳価引き上げ後も、全国で生乳生産量は大きく減

少している状況です。廃業等で、一旦減少した乳牛を増やすには時間がか

かります。また、酪農を始めるには多額の初期投資が必要です。

◎生乳生産が減少するなかで、飲用牛乳を安定的に供給するため、必要な乳

製品を製造することが困難なため、国は不足分を輸入して対応すると発表し

ています。

◎全国の酪農家は、これからも、皆様の食卓に安全で安心な牛乳を安定的に

お届けできるよう努力します。また、酪農教育ファーム活動をはじめとして、酪

農や牛乳の価値を高められるよう、取り組みを継続します。

◎これからも、酪農が置かれた現状をご理解いただき、牛乳の変わらぬご愛飲

をお願いします。



☆☆☆ メ モ ☆☆☆



☆☆☆ メ モ ☆☆☆



■お問い合わせ■
東京都千代田区鍛冶町2-6-1 堀内ビルディング４階
TEL：０３-６６８８-９８４１／FAX：０３-６６８１-５２９５

一般社団法人 中央酪農会議 内橋、齋藤

平成26年度生乳需要基盤強化対策事業 (独)農畜産業振興機構後援


